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	 現在のゴミ処理は異素材を同時に廃棄することで、１つの素材を処理する場合よりも手間や経費をかけ、尚且つ環境

に大きく負担をかけている。その現状を改善するために、異素材が混合して使用されており、分別不可能ないし分別が

困難な日用品の製品パッケージに着目した。今まで完全に分別することが不可能だった製品パッケージを１種類の素材

を用いて制作し、ゴミ処理にかかるコスト削減や環境負荷の改善を図り、単一素材パッケージの可能性を探る。	
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〈研究目的〉

	 異素材を同時に廃棄することで、１つの素材を

処理する場合よりも経費をかけ、環境に大きく負

担をかけている。その現状を改善するために、単

一素材を使用したパッケージの可能性を探る。	

 

〈調査内容〉	

1.環境への負荷	

	 日本はゴミの処理方法として焼却処理を用いて

いる。そのため、ダイオキシン発生など環境に悪

影響をもたらす。近年の努力によりゴミの排出量

は減少傾向にあるが、二酸化炭素や消火に伴う排

気ガスの排出量は増える一方である。その事実に

加え、異素材を同時に廃棄することで仕分けに費

用がかかるなど、デメリットも多い。	

2.容器包装リサイクル法	

	 従来は市町村だけが全面的に責任を担っていた

容器包装廃棄物の処理を、消費者は分別して排出

し市町村が分別収集、事業者は再商品化するとい

う三者が一体となり包装容器廃棄物の削減に取り

組むこと。これにより、廃棄物を減らせば経済的

なメリットが、逆に廃棄物を増やせば経済的なデ

メリットが生じる。	

3.分別が面倒	

	 容器包装リサイクル法の施行により家庭内での

ゴミの分別が義務付けられた。これにより家庭内

のゴミ処理にかなりの仕事量が加算された。ゴミ

処理の手間に関して主婦に対して取ったアンケー

ト［図 1］が以下のものである。	

この「面倒」という原因が分別を行わなくなる原

因と考察した。そのため、分別が「面倒」という

問題を解決するため複合素材の製品パッケージの

素材の単一化を目的とした。	

［図 1:インターワイヤード株式会社	 	 ＤＩＭＳＤＲＩＶＥ事務局（ディムスドライブ事務局）公式 HP より］  

	

〈解決策の考案〉	

1.パッケージ素材の単一化	

	分別不可能な複合素材の製品パッケージの処理

を簡単にする、または可能にするには異素材のパ

ーツの使用場所を完全に分けるか、素材を単一に

するかの二択である。本研究で目指すのは分別と

いう手間をより軽くすることを念頭に置いている

ため、調査内容を元に複合素材の製品パッケージ

の単一化を目指す。製品パッケージの題材は箱テ

ィッシュとする。	



2.箱ティッシュの素材について	

	 箱ティッシュは紙とプラスチックの２種類の素

材から生産されているが、素材を単一化する際、

製造時のコスト面や環境への配慮から紙のみで生

産する。	

箱部分と取り出し口の紙の種類を変え、従来の箱

ティッシュと全く同じ使用方法で使用できる想定

である。	

	

〈コンセプト〉	

	 分別がいらない箱ティッシュ	

素材は紙だけを使用したもので使用感は従来と変

わらないものを想定しているため、現在フィルム

が使われている部分を紙を用いていかに再現する

かが問われてくると考える。	

	 現段階はアイデアスケッチを元に試作を行った

ものが現在の最終提案物。受け入れやすさ、使い

やすさなどの検証やアンケート調査はまだ行って

いない段階のものである。	
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